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事務局：加納（Tel/Fax 0742-22-3636）  林（hayashi@mercury.sannet.ne.jp） 
“これは会員相互のコミュニケーションツールです。皆様からの情報は事務局へ” 
● 行事予定 
１．全国日独協会連合会年次総会・懇親会 
日時：10月 21日１０：３０～２０：００ 
場所：横浜国際船員センター。林・上野理事出席 
２．全国日独協会連合会「若手会員の集い」 
日時：10月 22日（土）１４：００～１６：３０ 
場所：東京ドイツ文化センター。上野理事、巽会員出席 
３．「菩提樹」植樹式と記念コンサート」 
日時：11月 4日（金）１３：３０－１５：３０ 
場所：奈良県立図書情報館(奈良市大安寺西) 
日独交流 150 周年を記念して、ドイツ大使館よ
り、全国で 150 本、当協会には 5 本の菩提樹の
苗木が寄贈されます。当日、ドイツ総領事館よ

りビーダーマン副総領事の臨席のもと同館前

庭に植樹し、併せて天理大学、奈良教育大学、

大安寺への苗木贈呈式を行います。終了後、同

館で記念コンサートが開催されます。参加料無

料。多数の皆様の参加をお願いします。 
４．東日本大震災チャリティー講座・ドイツ大

使講演会 
日時：１０月２８日（金）１６：３０－１８：００ 
場所：ＮＨＫ文化センター梅田教室 
講師：駐日ドイツ大使  

フォルカー・シュタンツェル氏 
演題：日独交流１５０年の歴史と未来 
受講料：１，０５０円 
申込：ＮＨＫ文化センター 

電話（０６－６３６７－０８８０）又は

ホームページ上にて申込。 
9月 28日現在、約８０の残席があります。 

５．クリスマス会予告 
12 月 3 日(土)１７：３０より和ダイニング「花
小路」(奈良市小西町)にて開催。予定下さい。 
詳細は後日案内。 
●会員だより 
１．加藤禎孝さんは、奈良公園の鹿とイラクサ

の進化について研究

されています。その内

容が、8月 10日、ＮＨ
Ｋ総合テレビ番組「ち

ょっと変だぞ日本の

自然」で紹介されまし

た。放映に先立ち、

NHK より奈良公園や
奈良教育大学の実験

室で取材を受けられ、

その一部を報告いただきました。右上へ 

１ 刺毛の多いイラクサを発見したのはいつでしたか。 
2002年。奈良公園の個体は、他地域に生えている普通の個体
と比べて、刺毛の数が 50 倍多く、１枚の葉っぱ当たり 200
本から 300本にもなる。 
２ 奈良公園のイラクサはなぜこんなに違いがでてきたので
すか。          
イラクサの刺毛がシカに対する防御の結果、刺毛を多く持つ

個体は生き残る数が多く、従って、子孫を多く残す。またイ

ラクサの刺毛は、食われると数を増やす性質がある。これら 
の結果から、現在見られるような特徴を持つ個体が進化した

と考えている。 
３．葉の上に生えている刺毛の数はどうようにして数えたの

ですか。 
葉の画像をスキャナーで写し取り、この画像を拡大し、二重

に数えることを防ぐために、画面上に赤い点を刺毛のところ

に付ける。赤い点を打つ度に数をカウンターで記録して数を

読む。 
「放映終了直後、NHKのディレクターからの連絡によると、評価は
高かったようです。偶然この番組を視聴された、近所の方、私が勤

めている学校の先生方から直接励ましの声を掛けていただいたりメ

ールをいただいたりしました。有り難いことと感謝しています。」 
 
２．ピアニスト上田賀代子さんは、11月 22日（火）19時開演、 
大阪帝国ホテル４Fチャペルで、東京都交響楽団首席チェロ奏者 
古川展生氏との共演によるコンサートを開催されます。予約・問合 
は同ホテル（０６－６８８１－４６５０）迄。 

● 行事報告 
１． ビアアーベント２０１１ 
（7月 30日、ホテル日航奈良、42名参加） 
今回は初めての試みとしてホテルで開催した。河野会長の開

会挨拶、来賓の紹介に引き続き、来賓代表のドウツ総領事舘

の副領事ミヒャエル・イェーレ氏＝左上写真の挨拶・乾杯で

始まった。会員の一言挨拶や近東副会長のウクレレ演奏、水

野さん、有山さん、岡田さんらの歌唱などで盛り上がり時間

を延長して夏の夕べを楽しんだ。  

 


